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中学校 (20.0％), 高校 (7.1％) である。これに「ややそう思う」を加えても, 小学校 ( 94.8
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そこで, 児童同士の主体的な活動による「民主主義 (Demokratie) の教育」の視点に立ち,
ドイツのノルトラインヴェストファーレン州の「Oberen schloss 校」における多面的な取
















●Ｃ ：前回の記録と記録用紙, 時間を守らないと, 決めないといけません。





































●Ｃ ：学級代表, 男子５人, 女子１人を。
◇Ｃ ：どのように？







●Ｃ ：まあ女子が, 別の授業でひがんでいる。男子も, 自分たちのクラスの問題ではないの
ではと……。
●Ｃ ：規則を決めても, 自分たちのクラスの時だけ役立てたのでは……。






















次頁写真 (Table 2) から, 闊達な話し合いの様子が見てとれる。指導者も話し合いの輪の





























































1 の下線(6)や(7)に着目すると, 解決に向けた具体的な提案により, 話し合い活動が活性化
している。
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Table 2 「Klassenrat｣
























｢Schulermitverwaltung (生徒会)」における児童生徒, 指導者, 学校関係者（保護者, 警










校長先生, 警察官を交えて, 青少年の暴力が増えてきたことについて, その予防対策


































●Ｃ アンドレア, 10ｂ, ……………。
































































に導入された CSは, 地域と共に歩む学校として, 学校運営に地域住民が参画し, 様々な場
面で協働し合うことで, 子どもの成長を支える。しかしその普及については, 未だに道半ば
という段階に留まる。
Realshule am Oberen Schloss 校（以下, Oberen Schloss 校と記す）の学校会議に相当する
のが, 日本では学校運営協議会である。地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下,





しかし, その運用の実際について, CSを組み入れている学校ですら, 改善に向けた議論
を深め実践へと繋げることはあっても, それ以上の取組には至っていない。本来, 地域の実
情を踏まえて, 教育資源（人材), 教育資本（設備), 地域住民を組み入れたカリキュラム,
などを整備していく必要がある。だからこそ議論し合う場として学校運営協議会が設けられ
ており, 改めて重要な決議機関としてその位置づけを見直す必要がある。
そこで, Oberen Schloss 校の取組が参考になる。その学校会議の特長は, 生徒の代表者,
保護者の代表者, など学校運営に直に関わる構成員で編成され, 同時に学校関係者との人数
のバランスが図られていることにある。教職員の人事（校長を含む）についても, 議題に含
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まれている。注目すべきは生徒の代表者は, 発言や決議への責任が大きいことである。その
分, 全ての生徒の代表者として, 小さな社会と捉えられる学校自治の望ましいあり方につい




「葛藤仲介者」の活動内容について, 児童生徒, 指導者の様子を観察し, ヒヤリング調査
































て介入し, その解決を図る。仲介者は, 自ら希望して養成プログラムの訓練を受け, 資格を
取得のうえ活動にあたる。人材養成は学校が担い, 毎週２時間程度の割合で半年間継続する。
主な訓練の内容として, 表情やしぐさからの精神状況の分析, 怒りの程度を判断できるよう
に, 心理的な教養を深める。具体的な実践として, ８･９年生は週あたり２時間程度, 10年
生は１年間, ボランティア活動としてその任を全うする。一定の経験を積みながら力量を高
め, 最終的に独り立ちして活動にあたる。











生徒一人一人が, 学校の集団の一員であるとの認識を持ち, 何を以て貢献できるのか, 自
らの特性を生かすための判断が期待される。葛藤仲介者の取組も様々な活動の内の一つであ
る。
人は, 日常生活を通して, 多様な関わり合いによって, 相互に支え合い成長を遂げている。
しかし, このことへの気づきが希薄になりつつある。自己と他者との関わりにおいて, 自己





























「救急隊」の活動内容について, 児童生徒, 指導者の様子を観察し, ヒヤリング調査を逐








































































また, 参加者の国籍に着目すると, ヒアリングに協力してくれた６名は, アフガニスタン,

































場に身を置き, 様々な案件の協議に臨むことから, その責任は重い。日本においては, 児童





を多用することで, 児童生徒も地域の住民も CSへの参画意識を高め, 引いては地域の住民





ここで日本の CSの現状を見てみると, 確かに閉ざされた学校から開かれた学校へと, 地
域の住民が参加し活躍できる場が広まっている。このことは CSの取組を導入している自治
体の数が増えていることから明らかである。ただし, しくみを導入することがゴールではな
いことから, 自治体ごとに地域の特色を吟味したうえで, より効果的な手だてとして CSを
活用することを考えたい。そうすれば学校と地域住民との間に連帯のうねりが生まれ, 引い
ては学校教育を支援する大きな力へと成長するものと考える。





決を図るうえで, 児童生徒一人一人が, 集団の一員として帰属意識を高め, 参画意識を持っ
て学校生活を送ろうとする民主主義が機能する学校づくりの重要性を示している。
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MATSUOKA Yoshiki
The classroom activities conducted in extracurricular activities are held as an opportunity for
students to deepen their independent and practical learning. A school is considered a small soci-
ety, wherein students can deepen their consciousness as a collective member, and acquire the
character whereby they can solve problems concerning personal matters by themselves. When
developing activities suitable for studying democracy, students need to prepare opportunities and
situations that they can tackle actively and spontaneously.
Moreover, regarding the leader’s role, rather than taking the initiative, the teacher should
monitor the students and assume the stance of providing support. There is no hurry to reach a
conclusion ; rather, students are encouraged to put forth arguments, leading to the students
reaching points of agreement. In this way, the habit of practice is cultivated, and, if successful,
leads to the training of an independent and practical mindset.
Unfortunately, at Japanese schools, it is currently difficult to establish a method whereby
students investigate a subject by themselves, share their findings with a friend, and seek solu-
tions to the problems therein. In this paper, we analyze the present conditions of extracurricular
activities of Japan. Then, the concepts of “Klassenrat,” 	
	“conflict inter-
mediaries,” and “rescue crews” at the Oberen Schloss School in North Rhine-Westphalia,
Germany will be considered.
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